
21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究会配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



22 

 



23 

 

１）第１回研究会 

＜配布資料①アジェンダ＞ 

 

平成 25 年度市民活動の促進のための運営力強化ノウハウ移転調査 

第一回 ミーティング（研究会） 

アジェンダ 

 

日時：2013 年９月 18 日 午後２時～５時 

場所：公益財団法人パブリックリソース財団 会議室 

 

1. メンバー紹介 

(ア) ノウハウ移転先団体 

大久保朝江（ＮＰＯ法人 杜の伝言板ゆるる） 

小沼 亮（一般社団法人 Bridge for Fukushima）  

千野和子（ＮＰＯ法人東海道・吉原宿） 

手塚明美（藤沢市市民活動推進連絡会） 

 

(イ) 研修及び移転先団体に対する支援者 

槇 ひさ恵（パブリックリソース財団 評議員） 

山崎富一（同 評議員） 

江口 聡（同 客員研究員、しみん基金 KOBE 事務局長） 

田口由紀絵（同 チーフ・プログラムオフィサー） 

 

(ウ) 業務従事者 

管理者（企画、品質管理）：岸本幸子（パブリックリソース財団 専務理事） 

業務担当者（企画、進捗管理、実施、とりまとめ）：田口由紀絵（同 チーフ・プログラムオ

フィサー） 

業務担当補佐（実施補助、システム担当）：田中知子（同 プログラムオフィサー） 

 

2. 調査の目的と進め方 

 

3. 診断シートの紹介及び協議 

 

4. 今後の予定 

３回の研修会と、評価の実践、事後ミーティング、公開セミナーを予定しています。 

 

【研修会】 

(ア) 研修会（１）：10 月前半開催予定。診断シートの改訂案をご準備ください。 
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議題（案） 

① 診断シートの改訂に関する検討 

 診断シートの設問や文言について修正案を出していただきディスカッションを行う。 

② 診断プロセスに関する研修① 

 診断プロセスの理解、診断方法の獲得 

 評価実践先の団体の選定について 

(イ) 研修会（２）10 月後半開催予定。 

議題（案） 

① 診断プロセスに関する研修② 

 コミュニケーションの方法論及び、診断報告書の作成方法 

 評価実践先の団体への説明方法、スケジュールの作成方法 

(ウ) 研修会（３）11 月前半開催予定 

議題（案） 

① ＳＲＯＩの活用方法 

② 診断プロセスに関する研修③ 

 ウェブシステムの使い方、その他 

 

【評価の実践】11 月後半～12 月末 ＊別紙をご参照ください。 

 

【事後ミーティング】１月後半 

プロセスや成果、課題等について、報告をしていただく。 

ＮＰＯからのフィードバックをもとに整理し、手法の改善をはかる。 

評価結果の活用方法、必要に応じた専門家へのつなぎ方等について、協議を行う。 

 

【公開セミナーの開催】２月前半 

 

以上 
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＜配布資料②「評価の実践」の流れ（案）＞ 

 

「評価の実践」の流れ（案） 

2013 年９月 18 日 

公益財団法人パブリックリソース財団 

 

 

① 評価計画（７時間）11 月 15 日～ 

(ア) 評価受入れ団体の訪問及び評価計画の策定（アドバイザー派遣） 

 

② 情報収集（14 時間） 

(ア) 評価受入れ団体による診断シートの記入（約 10 日間、11 月末までに終了） 

(イ) 診断シートのダウンロードと集計 

(ウ) シートの分析とヒアリング項目の決定（アドバイザーによるサポート） 

(エ) 評価受入れ団体に対するヒアリング（アドバイザー派遣）（12 月 10 日までに終了） 

(オ) 外部環境分析 

 

③ 評価報告書作成（７時間）（12 月末までに終了） 

(ア) SWOT 分析、課題の抽出、優先付、解決の方向性の検討（アドバイザー派遣） 

(イ) 評価受入れ団体における報告会の開催、フィードバックを得る 

 

④ 振り返り、報告書作成（７時間）（１月 10 日までに終了） 

 

 

以上 
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＜配布資料③スケジュール＞ 

 

2日～ 9日～ 16日～ 23日～ 30日～ 7日～ 14日～ 21日～ 28日～ 4日～ 11日～ 18日～ 25日～ 2日～ 9日～ 16日～ 23日～ 30日～ 6日～ 13日～ 20日～ 27日～ 3日～ 10日～ 17日～ 24日～ 3日～ 10日～ 17日～ 24日～

研究会の開催 9月18日（水） ●

実施計画書の策定 ～9月30日

研修会（１）

研修会（２）

研修会（３）

評価の実践
11月16日～12月

31日

研究会の開催
1月1日～１月31

日

公開セミナーの開催
2月1日～2月15

日

調査報告書の作成 16日～3月10日

調査報告書の提出 3月10日 ●

最終報告書の提出期限 3月20日(木) ●

1月 2月 3月
日程および内容

10月1日～11月
15日

９月 １０月 １１月 12月
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２）第２回研究会 

＜配布資料①アジェンダ＞ 

 

成 25 年度市民活動の促進のための運営力強化ノウハウ移転調査 

第二回 ミーティング（研究会） 

アジェンダ 

 

日時：2013 年 10 月 11 日 午後２時～５時 

場所：公益財団法人パブリックリソース財団 会議室 

参加者：大久保朝江（ＮＰＯ法人 杜の伝言板ゆるる） 

小沼 亮（一般社団法人 Bridge for Fukushima）  

千野和子（ＮＰＯ法人東海道・吉原宿） 

手塚明美（藤沢市市民活動推進連絡会） 

 槇 ひさ恵（パブリックリソース財団 評議員） 

 山崎富一（同 評議員） 

 江口 聡（同 客員研究員、しみん基金 KOBE 事務局長） 

 田口由紀絵（同 チーフ・プログラムオフィサー） 

 

１．診断シートの修正について 

２．組織診断について 

３．旅費等の精算方法について 

４．今後の予定 

（ア）研修会（２）10 月 30 日（水）午後２時～５時 

議題（案） 

①診断プロセスに関する研修② 

 コミュニケーションの方法論及び、診断報告書の作成方法 

 評価実践先の団体への説明方法、スケジュールの作成方法 

（イ）研修会（３）11 月 15 日（金）午後２時～５時 

議題（案） 

①ＳＲＯＩの活用方法 

②診断プロセスに関する研修③ 

 ウェブシステムの使い方、その他 

【評価の実践】11 月後半～12 月末 

【事後ミーティング】１月後半 

【公開セミナーの開催】２月前半 

 

 

以上 
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＜配布資料②組織診断ご協力のお願い＞ 

 

組織診断ご協力のお願い 

 
2013年○月○日 

（団体名）    

 
【背景、概要の説明】 

 今回の組織診断は、財団法人パブリックリソース財団実施する内閣府事業「市民活動の促進のための

運営力強化ノウハウ移転調査」の一環として、（団体名）が行うものです。ＮＰＯ法人 杜の伝言板ゆる

る、一般社団法人 Bridge for Fukushima、ＮＰＯ法人東海道・吉原宿、藤沢市市民活動推進連絡会の各

中間支援組織とパブリックリソース財団で研究会を立ち上げ、同財団が長年培ってきた組織診断のツー

ルとノウハウを、各地域のＮＰＯの実情に合わせて改訂しています。今回、これらのツールとノウハウ

を活用して、貴団体の組織診断をパイロット的に実践させていただきたく、ご協力の程、どうぞよろし

くお願い足します。 

 

【診断実習の流れ】 

今回の組織診断は下記の流れで実施致します。期間は、11月 15 日～12 月末までを予定しています。以

下、４点についてご協力をお願い申し上げます。 

 

１． 第１回訪問：事前打合せ 

貴団体を訪問させて頂きます。事務局長もしくは中核スタッフの方にご出席頂きたくお願い申し上げ

ます。所要時間は２時間程度です。 

＜打ち合わせの目的＞ 

・組織診断の概要と進め方をご説明させて頂く 

・ミッションや中期計画、組織運営上の課題などについてお話を聞かせていただく 

・過去３年分の事業報告書、会計報告書等の書類をご提供いただく 

・診断シートの回答者について相談させていただく 

 

２． 貴団体による診断シートの記入（ウェブ入力）と関連資料のご提出 

下記にあげるような、組織に関わる方々にできるだけ多く、診断シートにご回答頂きます。回答は、ウ

ェブ上で入力していただきます。 

 組織の代表者（たとえば理事長など） 

 組織全体の意思決定に関わる方（たとえば理事など） 

 組織運営の全体像を把握している方（たとえば事務局長など） 

 活動現場の実務に携わっている方（現場マネージャーやスタッフなど） 

少なくとも３名（事務局長、理事、スタッフ）の方々による診断シートのご記入をお願い致します。 



29 

 

診断シートの記入時間は２～３時間程度です。 

 

なお、貴団体よりご提出頂いた全ての資料、知り得た情報に関しては、秘密保持を厳守し、本調査以外

の目的で使用致しません。また、ご同意なく第三者に開示・提供・預託することは一切ありません。 

 

３． 第２回訪問：診断シート回答の集計結果報告とヒアリング 

診断シートの回答及び関連資料を元に、貴団体の組織分析を行った上で、直接伺わせて頂きたいポイン

トをまとめて、ヒアリングをさせて頂きます。所要時間は 3時間程度です。貴団体で、診断シートにご

記入頂いた方々、少なくとも３名（事務局長、理事、スタッフ）にご出席頂きたく、よろしくお願いい

たします。 

 

４． 第３回訪問：診断結果（たたき台）のご報告及びディスカッション 

中間支援組織が作成した組織診断報告書をもとに、ＳＷＯＴ分析、課題及び解決の方向性についてのた

たき台をご報告申し上げます。 

報告内容をベースにディスカッションを行い、課題の明確化や優先課題抽出などを行います。所要時間

は３時間程度です。少なくとも３名（事務局長、理事、スタッフ）にご出席頂きたく、よろしくお願い

いたします。 

 

５． 第４回訪問：組織診断報告書のご提出 

ディスカッションした内容を反映させた組織診断報告書をご提出します。また、今回の組織診断につい

てフィードバックをいただきます。所要時間は１時間程度です。 

 

【組織診断において貴団体にご提出するもの】 

今回の組織診断において、貴団体にご提出させて頂きますのは下記の２つとなります。 

① ご回答頂きました診断シートの集計結果 

② 組織診断報告書 

 

 

以上、宜しくご検討の程お願い申し上げます。 
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＜配布資料③診断先の団体にご提出いただく書類＞ 

 

診断先の団体にご提出いただく書類 

（中間支援組織用、アドバイザー用、合計２部をいただいてください） 

 

 

(ア)最新をふくむ過去３年間の事業報告書・決算報告書 

(イ)本年度の事業計画書・予算書（来年度案があれば、それも） 

(ウ)団体紹介・事業紹介パンフレット 

(エ)資金調達のためのパンフレット 

(オ)会報やニュースレター（最新をふくむ過去 3号） 

(カ)中・長期計画書（作成していれば） 

(キ)過去の会員アンケートや利用者アンケートの結果（実施したことがあれば） 

(ク)その他 委託事業の契約書の写しなど（委託事業のインパクトが大きい場合） 
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＜配布資料④組織診断計画表＞ 

2013年度　組織診断計画表（中間支援団体用） 団体名：

チームメンバー氏名：

ステッ
プ

ステージ 内容 関連資料
想定される日

数
日程（予定を

記入）
日程の目安 担当者

1

組織診断の対象となる団体を決定し、組織診断のステップを説明。了解を得る。
（10月30日の、パブリックリソース財団での研究会までには、組織診断の対象団体を
正式決定。）

①団体への説明用資料 10月29日

2

団体訪問①
・過去3年分の事業報告書、会計報告、その他資料をもらう
・ミッション、ビジョン、中期計画、組織運営上の課題、などについて、事務局長にヒアリ
ングする
・診断シートの回答者、および回答の対象となるプロジェクトを決める。

②団体提出資料名一覧
③ウェブシステム設定用
シート

2時間程度 11月10日

3 資料を読み込み、仮説を立てる。

4
ウェブ入力システムに、ID・パスワード、回答の対象となるプロジェクトを設定。
ID・パスワード情報を団体に伝える。

④ウェブ設定マニュアル
⑤ウェブ回答マニュアル

11月26日から
開始

5 団体の回答者によるウェブ診断シート入力 10日間
11月27日～12

月7日

6 ウェブの回答をダウンロードし、集計する。（回答が完了していなかったら、催促する） ⑥集計用プログラム

7
診断シート回答の集計結果をもとに、内部環境分析を行う。
仮説を構築し、質問項目を作成する。

⑦組織診断結果報告書の
フォーマット

1週間

8

団体訪問②　＊原則として、診断シート回答者が参加。
・診断シート集計結果、内部環境分析について報告する
・仮説をたたき台にして質問を投げ、ディスカッションを行う

少なくとも3時
間

12月14日

9 外部環境分析

10
SWOT分析、仮説構築②（団体の組織運営上の課題について、コンサルタント側が仮
説を深める。）

11
組織診断報告書の作成
・コンサルタント側で、組織診断報告書（仮）を作成し、団体に提出。

12
団体訪問③　＊少なくとも、診断シート回答者は参加。
・SWOT分析、課題の抽出、課題の優先付け、解決の方向性についてディスカッション

3時間程度 12月24日

13 組織診断報告書の作成 10日間 1月上旬

14

団体訪問④
・組織診断結果の報告
・今回の組織診断について、フィードバックをいただく

1時間程度 1月10日

15

受入れ団体
からのフィー

ドバック
団体からのフィードバックをもらう（パブリックリソース財団によるアンケート等） 1月15日

パブリックリ
ソース財団

診断結果報
告

10日間

組織診断の
準備

診断シートへ
の回答（内部
環境分析）

課題の優先
付けと解決
の方向性

SWOT分析

 

 

 

 



32 

 

＜配布資料⑤組織診断について＞ 
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３）第３回研究会 

＜配布資料①アジェンダ＞ 

 

平成 25 年度市民活動の促進のための運営力強化ノウハウ移転調査 

第三回 ミーティング（研究会） 

アジェンダ 

 

日時：2013 年 10 月 30 日 午後２時～５時 

場所：公益財団法人パブリックリソース財団 会議室 

参加者： 

大久保朝江さん、小沼 亮さん、千野和子さん、生田さん（手塚さん代理） 

 山崎富一さん、江口聡さん（スカイプ参加） 

 岸本幸子、畑谷圭子、田口由紀絵 

 

5. 診断シートの修正について 

 

6. 組織診断について 

 

7. 次回の予定 

(ア) 研修会（３）11 月 15 日（金）午後２時～５時 

議題（案） 

① ＳＲＯＩの活用方法 

② 診断プロセスに関する研修③ 

 ウェブシステムの使い方、その他 

 

【評価の実践】11 月後半～12 月末 

【事後ミーティング】１月後半 

【公開セミナーの開催】２月前半 

 

 

以上 
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４）第４回研究会 

＜配布資料①アジェンダ＞ 

 

平成 25 年度市民活動の促進のための運営力強化ノウハウ移転調査 

第４回 ミーティング（研究会） 

アジェンダ 

 

日時：2013 年 11 月 15 日 午後２時～５時 

場所：公益財団法人パブリックリソース財団 会議室 

参加者： 

大久保朝江さん、小沼 亮さん、千野和子さん、手塚明美さん 

 山崎富一さん、江口聡さん、槇ひさ恵さん 

 岸本幸子、田口由紀絵、鈴木祥三 

 

8. 「ＳＲＯＩを用いた社会的事業評価」非営利組織の社会的インパクト評価モデル 

成果志向の事業計画（社会的成果指標の設定方法） 

 

9. 組織診断ウェブシステムの使い方 

 

10. 今後の流れ 

 

(ア) アドバイザーのマッチング 

(イ) 評価の実践（11 月後半～１月初旬） 

(ウ) 事後ミーティング（１月後半） 

(エ) 公開セミナーの開催（２月前半） 

 

 

以上 
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５）第５回研究会 

＜配布資料①アジェンダ＞ 

 

平成 25 年度市民活動の促進のための運営力強化ノウハウ移転調査 

第５回 ミーティング（研究会） 

アジェンダ 

 

日時：2014 年１月 19 日 午後２時～５時 

場所：公益財団法人パブリックリソース財団 会議室 

参加者： 

大久保朝江さん、小沼 亮さん、千野和子さん、手塚明美さん、生田光弘さん 

 山崎富一さん、槇ひさ恵さん、江口聡さん（スカイプ参加） 

 岸本幸子、田口由紀絵、畑谷圭子 

 

 

１．評価のプロセス、成果、課題等 

 

２．評価したＮＰＯからの、評価結果の妥当性や評価プロセスの効率性に対するフィードバック 

 

３．ディスカッション 

 診断シートの改善について 

 手法の改善について 

 組織評価の活用方法（たとえば支援先をリストアップする評価システム、キャパシティビルデ

ィングの基盤となる課題抽出、中期計画策定のための基礎調査 など） 

 必要に応じた専門家へのつなぎ方 

 その他 

 

 

以上 
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